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令和５年度 第４次静岡市ものづくり産業振興基本計画の実施状況等について 

 

 静岡市ものづくり産業振興条例（以下「条例」という。）第８条第７項の規定に基づき、

次に掲げる事項について報告します。  

 

１ はじめに 

  静岡市ものづくり産業振興基本計画（以下「基本計画」という。）は、平成 23 年３月に

議員提案をもとに制定された条例を根拠とし、条例第 18 条に規定する静岡市ものづくり

産業振興審議会及び関係機関と連携を図りながら、平成 24年７月、「多様な地域資源が連

携するものづくり創造都市 静岡」を目標に掲げ、第１次基本計画を策定しました。 

その後、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化を踏まえ、第２次基本計画（平成 27年

度～30 年度）、第３次基本計画（平成 31 年度～令和４年度）を経て、令和５年度から令

和 12年度の８か年を計画期間とした第４次基本計画（以下「本計画」という。）を策定し、

施行しています。 

 

２ 基本計画の概要 

本計画では、静岡市が「ＳＤＧｓ未来都市」や、2050 年カーボンニュートラル実現に

向けた「脱炭素選考地域」に選定された地域であること、また、時代の要請や国際社会の

期待に応えていく視点も踏まえ、発展的な「ものづくり創造都市」の実現に向け、以下の

とおり目標を定めています。 

 

 

 

 

 

 

本計画の策定にあたっては、目標を達成するために、２つの基本政策を定め、さらにそ

れら政策に基づく５つの施策を定めています。 

また、本計画は、第４次静岡市総合計画及び第３次静岡市産業振興プランと連動を図り

ながら推進するものですが、主たる対象にとって真に必要とされる計画となるよう、現況

や動向等を踏まえ、柔軟性のある見直しを図ることとしています。 
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計画の体系図 

 

３ 実施状況等 

  本計画に位置付けられた登載事業は延べ 60事業です。また、これらのうち、本計画の

最上位計画である「第４次総合計画」の重点政策と、時代の要請や国際社会の期待に応え

ていく視点に関係する事業を本計画において重点的に取り組む事業として位置付けてい

ます。 

 

本計画の目標の達成に向けた事業を実施する担当課は、経済局商工部３課（産業政策課、

産業振興課、商業労政課）に加え、中山間地振興課、男女共同参画・人権政策課などです。 

事業担当課では、方針や施策を踏まえるとともに、目標を達成するための達成指標を定

め、効率的かつ効果的な事業運営に努めました。 
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（１）施策ごとの実施状況 

登載事業の達成状況等については、表１のとおり事務事業総点検の評価基準に倣い、

「Ｓ」から「Ｃ」までの４段階による評価を実施しています。なお、達成指標を単年度

評価できないものについては、「－」として区分しています。 

 

事業評価 達成指標に対する達成状況 

Ｓ 期待を上回る（105％以上） 

Ａ 期待どおり（90％以上 105％未満） 

Ｂ 期待を下回る（70％以上 90％未満） 

Ｃ 期待を顕著に下回る（70％未満） 

－ 単年度評価できないもの 

表１ 達成指標に対する各種事業の達成状況 

  

次に、登載事業の達成指標に対する達成状況等を施策ごとに取りまとめ、施策別の実施

状況について表２のとおり評価しています。 

 

施策別評

価 
施策別実施状況の評価 

◎ 期待を上回る（Ｓ＋Ａの割合が 90％以上 100％以下） 

○ 期待どおり（Ｓ＋Ａの割合が 70％以上 90％未満） 

△ 期待を下回る（Ｓ＋Ａの割合が 50％以上 70％未満） 

× 期待を顕著に下回る（Ｓ＋Ａの割合が 50％未満） 

表２ 施策別実施状況の評価 
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①施策１ 持続的な発展に向けた経営力づくり 

    施策１については、表３のとおり、達成指標を明確な数値で設定した 13 事業のう

ち、「Ｓ」が５項目、「Ａ」が５項目、「Ｂ」が２項目、「Ｃ」が１項目となったことか

ら、施策別実施状況の評価を「○（期待どおり）」としています。 

     

★マークは重点的に取りくむ事業 

表３ 施策１達成状況 
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②施策２ 付加価値を高める生産力づくり 

    施策２については、表４のとおり、達成指標を明確な数値で設定した７事業のうち、

「Ｓ」が２項目、「Ａ」が３項目、「Ｂ」が１項目となったことから、施策別実施状況

の評価を「○（期待どおり）」としています。 

 

★マークは重点的に取り組む事業  

  
表４ 施策２達成状況 
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③施策３ 顧客から求められる販売・営業力づくり 

    施策３については、表５のとおり、達成指標を明確な数値で設定した 15 事業のう

ち、「Ｓ」が６項目、「Ａ」が５項目、「Ｂ」が２項目、「Ｃ」が２項目であったことか

ら、施策別実施状況の評価を「○（期待どおり）」としています。 

 

 

★マークは重点的に取り組む事業  

  
表５ 施策３達成状況 
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④施策４ 知識と技術をもち活かせる人づくり 

    施策４については、表６のとおり、数値目標を明確な数値で設定した８事業のうち、

「Ｓ」が１項目、「Ａ」が３項目、「Ｂ」が２項目、「Ｃ」が２項目であったことから、

施策別実施状況の評価を「△（期待を下回る）」としています。 

 

 

★マークは重点的に取り組む事業  

  

表６ 施策４達成状況 
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⑤施策５ 地域産業を学び支える人づくり 

    施策５については、表７のとおり、達成指標を明確な数値で設定した 10 事業のう

ち、「Ｓ」が５項目、「Ａ」が４項目、「Ｂ」が１項目となったことから、施策別実施

状況の評価を「◎（期待を上回る）」としています。 

   

 

★マークは重点的に取り組む事業  

  

表７ 施策５達成状況 
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（２）政策ごとの実施状況 

   政策ごとに評価をみると、「モノを創るコトづくり」に関しては３施策すべてが

「○（期待通り）」となりました。昨今の新型コロナウイルス感染症など予測不能な

事象や、ウクライナ情勢の緊迫による原油価格高騰など、生産コストが増加している

現状をはじめ、顧客ニーズへの対応や同業他社との競争激化など、事業継続のみなら

ず、さらなる競争力・販売力を高めていくことが求められます。製品や技術・サービ

スの付加価値を高めていくとともに、ものづくり産業の持続的な成長を遂げていくた

め、競争力・販売力の強化を推進していきます。 

   「モノを創るヒトづくり」に関しては、２施策のうち１施策が「△（期待を下回

る）」、１施策が「◎（期待を大きく上回る）」となりました。「△（期待を下回る）」

になった施策である「知識と技術をもち活かせる人づくり」は、熟練職人や従業員等

の知識・技術の伝承・向上はもとより、多様な人材の活用・交流による人づくりを図

るものです。本市の優れた伝統工芸の技術を継承するため、現状の事業スキームを改

善し、技法の映像化によるアーカイブや、後継者の育成等の支援をしていきます。 

  
表８ 達成状況一覧 
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４ 総括 

 目標である「持続的な成長を続ける ものづくり創造都市 静岡」の達成には、基本計

画として定めた２つの政策の両方がバランス良く達成されている必要があります。今後も

引き続き登載事業の進捗管理を図るため、登載事業ごとに達成指標を設定し、施策・政策

の両面で評価を実施していきます。 

 また、進捗管理においては、社会情勢の変化や事業者のニーズ等に応じた機動的かつ柔

軟な改善を実施するため、毎年度実施状況を調査・確認するとともに、事業計画の見直し

を図り、適切な支援が行えるよう取り組んでいきます。 

 


